
1994年に国際アルツハイマー病協会（ADI）は、世界保健機関（WHO）と共同で毎年9月21日を「世界アルツ

ハイマーデー」と制定し、2012年からは9月を「世界アルツハイマー月間」と定め、認知症への正しい理解が進

むことを目的に、世界中で啓発活動を実施しています。

９月21日は世界アルツハイマーデー

2022年度標語 ～忘れてもあなたはあなたのままでいい～

認知症の人と家族の会 大分県支部

による街頭啓発活動

● 日時：9/20(火）9：30～10：30

● 場所：イオン挾間店前

３町の由布市立図書館において企画展

● 8/31(水)～9/25(日)特設コーナーを設置

認知症関連本やリーフレット等展示

３地域において認知症関連啓発展示展

認知症関連ポスター、オレンジハート、

リーフレット等の展示

● 挾 間 町 ； 9/21(水）～9/29(木）

はさま未来館３F大ホール前

● 庄 内 町 ； 9/12(月）～9/22(木）

由布市役所本庁舎１F市民ホール

● 湯布院町； 9/12(月）～9/22(木）

ゆふいんラックホール１F由のまちロビー

9/21(水）アルツハイマーデーに

オレンジ色の物を身につけ理解と

支援の意思を示しましょう

★オレンジを身に着けた写真を募集します！

アルツハイマーデーにオレンジ色の物を

身に着けた写真を募集します。提出いた

だいた写真は、由布市ホームページ等で

認知症に関する市民の取り組みとして紹

介させていただきます。

●募集期間：9月22日(木)～10月7日(金）

●提出方法：下記窓口へ持ち込み、

もしくはEメールでの提出

●提出先 ：〇高齢者支援課（庄内庁舎）

Eメール：kourei@city.yufu.lg.jp

〇湯布院・挾間地域振興課

※提出いただいた写真は返却できませんので、

ご了承ください。

認知症はだれでもかかりうる病気です。アルツハイマー月間を

とおしてぜひ認知症について学んでみてください。そして、認

知症を他人事ではなく、自分の事として考えてみましょう。

由布市では、認知症支援のため様々な取り組みを行っています。

家族や地域の理解を得ながら、認知症になっても安心して生活

できる由布市を目ざしていきます。

由布市長 相馬 尊重

由布市でもアルツハイマー月間にあわせて、下記の取り組みを行っていきます。

ぜひ足を運んでいただき、この機会に認知症について学び、理解を深めていき

ましょう。

オレンジ色は認知症支援の

シンボルカラーです。

由布市における

主な取り組み
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